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佐野市役所新庁舎キャッシュサービスコーナー（平成27年11月24日オープン）
佐野市役所田沼庁舎キャッシュサービスコーナー
イオンモール佐野新都市キャッシュサービスコーナー

本 店 営 業 部

田 沼 支 店

堀 米 支 店

南 支 店

ローン＆
マネープラザ

〒327ー0013 佐野市本町2910番地
 TEL. 0283ー22ー3377
〒327ー0317 佐野市田沼町291番地1
 TEL. 0283ー62ー1515
〒327ー0843 佐野市堀米町285番地11
 TEL. 0283ー24ー4411
〒327ー0831 佐野市浅沼町43番地4
 TEL. 0283ー24ー7411
〒327ー0821 佐野市高萩町1332番地5
 フリーダイヤル 0120ー009ー695（水曜・祝日定休）
 営業時間：平日10：00～19：00、土日9：00～15：00

岩 舟 支 店

石 塚 支 店

葛 生 支 店

西 支 店

〒329ー4307 栃木市岩舟町静5160番地5
 TEL. 0282ー55ー2955
〒327ー0103 佐野市石塚町2709番地
 TEL. 0283ー25ー2122
〒327ー0507 佐野市葛生西1丁目1番18号
 TEL. 0283ー86ー3875
〒327ー0004 佐野市赤坂町954番地2
 TEL. 0283ー23ー5788

店舗のご案内

地域とお客さまのために

お客さまからのご意見をいただき、より良いサービスが提供できるよう
「お客さま相談センター」を設置しております。

●フリーダイヤル：0120-357-500
●FAX：0283-22-6628
●Eメール: info-ss＠po.sanoshin.co.jp

お客さまの貴重なご意見をいただいてメモ
を作成し、必要な業務のカイゼンとお客さま
満足度の向上に努めております。

（27年度 上期実績652件）

しんきんのキャッシュカードなら、全国どこの「しんきんATM」でも、
ATMご利用手数料が無料（注）でご利用いただけます。

（注）・上記以外の時間帯および日曜・祝日のATM利用には、所定の手数料が
 　　 かかります。
 　  ・本サービスをご利用いただけない「しんきんATM」が一部ございます。

提携金融機関 ： 栃木信用金庫、大田原信用金庫、烏山信用金庫、足利銀行、
                     真岡信用組合、那須信用組合

（注）・その他の時間帯は所定の手数料がかかります。
　　・信用金庫間は「しんきんATMゼロネットサービス」を優先してご利用いただけます。

とちまるネットなら、栃木県内７つの提携金融機関のＡＴＭからの
お引き出し手数料が平日無料でご利用いただけます。

地域サービス・貢献活動

トピックス

お気軽
に

ご連絡
くださ

い！

利用時間帯 平日／8：45～18：00の入出金
土曜／9：00～14：00の出金

利用時間帯 平日／８：４５～１８：００（注）の出金

お客さま相談センター

お客さま一言メモ

しんきんATMゼロネットサービス

とちまるネットサービス

＊毎週土曜日 ・ ローン＆マネープラザ年金個別説明会

＊毎 月 １ 回 ・ 第３水曜日 堀米支店年金＆マネー説明会

＊毎 年 １ 回 ・ 秋山川・菊沢川の清掃活動（クリーン運動）

＊そ　の　他 ・ 地方公共団体、商工会議所等地域諸団体活動への協力
                  ・ 「小さな親切」運動佐野支部事務局として、小・中学校交歓会、
                     ポスター・標語審査会などを運営
                  ・ さの秀郷まつり、たぬまふるさと祭り、くずうフェスタ、サマー
                     フェスタinいわふねなど地域のお祭りやイベントへの参加

４月 １ 日　入庫式（新入職員12名）
　　　　　 「春の保険販売キャンペーン」実施（～6月30日）
　　　　　 「さのしんファミリーサポート定期積金」販売開始
　　　　　 「業務災害総合保険」取扱開始

４月 ６ 日　「健康フェア」開催（～10日　石塚支店ロビーにて）

４月 14 日　さのしん経営塾「第4回講義」開催

４月 23 日　第26回さのしん年金友の会旅行催行
　　　　　（～24日  山形・福島方面  73名参加）

５月  ７ 日　しんきん保証基金付消費者ローン「無担保住宅ローン」取扱開始

５月 ９ 日　くずうフェスタ2015参加（葛生支店職員参加）

６月 ８ 日　「がんを知る展」開催（～12日　本店営業部ロビーにて）

６月15日　「さのしんサマーダブルキャンペーン」の実施（～8月31日）
　　　　　  信用金庫の日「全店おもてなし企画」実施

６月16日　信用金庫の日「献血事業」実施

６月26日　第88回通常総代会

７月 １ 日　「年金ありがとうございますプレゼント」取扱開始

７月 ６ 日　さのしん経営塾「第5回講義並びに交流会」開催

７月29日　「日本政策金融公庫佐野支店との合同個別相談会」開催

８月 ２ 日　たぬまふるさと祭り参加（田沼支店職員参加）

８月 ８ 日　さの秀郷まつり市民総踊り参加（役職員参加）

                 サマーフェスタinいわふね参加（岩舟支店ほか職員参加）

９月 ７ 日　「健康フェア」開催（～11日　葛生支店ロビーにて）

９月14 日　台風18号等による大雨被害のための緊急相談窓口設置
　　　　　  しんきん保証基金付「災害復旧ローン」取扱開始（～12月末日）



預金の状況 貸出金の状況

貸出金の内訳預り資産の内訳

保有有価証券の時価情報

金融再生法に基づく開示債権の状況

地域密着型金融への取組み

損益の状況

　預金残高は、上期中1,756百万円増加し108,152百万円となりま
した。

　貸出金残高は、上期中1,123百万円増加し45,615百万円となり
ました。

貸出金業種別内訳27年9月末27年9月末残高 4,118百万円

（注）業種別区分は日本標準産業分類に準じて、残高５億円以下の業種を
　　「その他」表示しております。

平成27年9月末平成27年3月末 平成27年9月末平成27年3月末
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損益の状況について
　業務純益は、貸出金利息が利回りの低下により減少したものの有
価証券利息配当金が増加したため98百万円と前年同期比39百万
円増加となりました。
　経常利益は、信用コストが減少したことなどを受け140百万円と
なり、前年同期比では株式等売却益が41百万円減少したため34
百万円減少となりました。
　この結果、当期純利益は95百万円となりました。

（注）１．左記の平成27年９月末の金融再生法に基づく開示債権にあたっては、信用金庫業界
における「半期情報開示に関する基本的な考え方」に基づき、簡便方法による自己査
定結果を反映させた金額を開示しております。

　　２．平成27年９月末の「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」及び「危険債権」の金額
は、同年３月末時点における債務者区分残高を前提とし、同年４月から９月末までの
間に倒産、不渡り等客観的事実並びに内部格付の引下げがあった債権について、当金
庫の定める自己査定基準に基づき債務者区分の見直しを行い、債務者区分の変更と
認められる額を反映しております。

　　３．平成27年９月末の「要管理債権」の金額は、同年３月末時点における残高を前提とし、
同年４月から９月末の間に正常債権のうち①新たに３ヶ月以上延滞となった債権、
②内部管理上新たに条件緩和債権になったと認識している債権を加算し、「破産更生
債権及びこれらに準ずる債権」及び「危険債権」に変更となった金額を減算しており
ます。

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

金融再生法開示債権計①

正常債権

　　　　　 合　　計②

総与信に占める割合（％）（①／②）

454

612

336

1,403

43,193

44,597

3.14%

平成27年3月末項　　　　目

368

593

339

1,301

44,424

45,725

2.84%

平成27年9月末
（単位：百万円、％）

　自己資本比率は、平成27年３月期比0.20ポイント上昇し10.77％
となりました。同比率算出式における分子であるコア資本額が当期純
利益95百万円の計上により増加したことや、分母であるリスクアセッ
ト額において、事業債等のリスクウェイトの高い有価証券が減少したこ
とによるものです。
　（参考）自己資本比率は、金融機関の健全性や安全性を示す重要な
指標のひとつで、リスクが発生する可能性のある資産（リスク・アセット
等）に対し自己資本額が占める割合を示しています。国内で業務を行っ
ている信用金庫には４％以上の自己資本比率が求められています。

自己資本比率の状況について自己資本比率の状況
　地域密着型金融について、当金庫は、“平成 27年度地域密着型金融推進計画”を策定し、同計画に基づき取り組んでおります。取組みの
概要につきましては、当金庫ホームページに掲載しておりますのでご覧ください。
　なお、地域密着型金融の一環として“金融の円滑化”に全力で取り組んでおります。その結果、「金融円滑化法」施行の平成２１年１２月から
平成 27年 9月までの「貸出条件の変更等」の取扱実績は以下の通りであります。

製造業／5,476

地方公共団体／7,198

個人／13,910

建設業／3,524

運輸業、郵便業／950

卸売業、小売業／2,037

不動産業／5,734

飲食業／727

生活関連サービス業、
娯楽業／661

医療・福祉／2,709

その他サービス業／1,038

その他／1,647

（注）１．その他有価証券で時価のあるものは、時価会計により当該事業年度末に時価評価を行い、時価をもって貸借対照表価額としています。
　　２．上記のその他は、外国証券及び投資信託等です。

（注） バーゼルⅢ国内基準に基づく開示を行っております。

60,000

科　　　目

業 務 純 益

経 常 利 益

当期純利益

（単位：百万円）

平成27年９月末

　98

　 140　

　95

平成26年９月末

　  58　

　174　

　137　

項　　　　　目 平成27年3月期

4,523

14

4,509

42,645

10.57%

4,610

15

4,595

42,652

10.77%

平成27年9月期
（単位：百万円、％）

（注）１．満期保有目的の債券で時価のあるものは、償還まで保有することを条件に簿価（償却原価）をもって評価することが認められています。

その他有価証券 種類

合　　計

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

貸借対照表計上額 取得原価 評価差額 貸借対照表計上額 取得原価 評価差額

（単位：百万円）

株式
債券
 国債
 地方債
 短期社債
 社債
その他
　  小計
株式
債券
 国債
 地方債
 短期社債
 社債
その他
　  小計

105
17,969
4,642
5,104

―
8,222
5,011

23,086
620
811
506

―
―

305
3,157
4,588

27,675

93
17,390
4,408
4,859

―
8,121
4,899

22,383
755
813
508

―
―

305
3,280
4,849

27,233

392
18,907
4,139
5,104

―
9,664
3,207

22,507
210
809

―
―
―

809
219

1,238
23,745

342
18,323
3,916
4,859

―
9,546
2,956

21,622
224
809

―
―
―

809
221

1,255
22,878

49
584
222
244

―
117
250
884

△ 14
△ 0

―
―
―

△ 0
△ 2

△ 17
867

12
579
233
245

―
100
111
703

△ 135
△ 2
△ 2

―
―

△0
△123
△261

441

平成27年9月末 平成27年3月末

（単位：百万円）

種類

合　　計

国債
地方債
短期社債
社債
その他
　   小計
国債
地方債
短期社債
社債
その他
　   小計

―
―
―
67
―
67
―
―
―
―
―
―
67

―
―
―
72
―
72
―
―
―
―
―
―
72

―
―
―
69

100
169

―
―
―
―

　99
　99
268

―
―
―
74

100
174

―
―
―
―
98
98

272

―
―
―
4
0
4

―
―
―
―

△ 1
△ 1

3

―
―
―
4

―
4

―
―
―
―
―
―
4

時価が貸借対照表
計上額を超えるもの

時価が貸借対照表
計上額を超えないもの

貸借対照表計上額 時価 差額
満期保有目的の債券 平成27年9月末

貸借対照表計上額 時価 差額
平成27年3月末

投資信託／1,342

一般国債／2

終身保険／1,171

個人年金保険／803

個人向け国債／800

貸付債権内訳
受付

件数 金額
実行 謝絶 審査中 取下げ

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
中小企業向け
住宅資金借入者向け

980   16,850   958  16,427   1   36   7   72   14   314   
65   782   54  631   1   10   0   0   10   140   

　　当金庫では、有価証券を購入する際に『満期保有目的』と『その他』に区分しております。
　　満期保有目的の債券は、『満期まで保有する』ことを目的としています。一方、その他有価証券は、長期的な時価の変動により利益を得る
　 ことを目的としています。

（単位：件、百万円）

（単位：百万円）
（単位：百万円）

コア資本に係る基礎項目　   （A）

コア資本に係る調整項目　     （B）

自  己  資  本  額（A）-（B）=（C）

リスク・アセット等計　　  （D）

自己 資 本 比 率（％） （C）/（D）


